
　食品ロスを減らすことが、資源の浪費やごみの処理コスト・焼却処理による

CO2排出の増加などを防ぎ、より持続可能な未来を築くことにつながるからなんだ。

　国連で採択された、2030年に向けたSDGｓ17の目標には、食品廃棄物・食品

ロスの削減も含まれているんだよ。

　食品ロスが減れば、その分ごみの量や処理にかかるお金、ＣＯ２も減らせるよね。

　今日から取り組めることを一緒に始めよう！

令和8年3月 香川県循環型社会推進課 3 junkan@pref.kagawa.lg.jp

県民１人１日当たり

※約7.4グラム＝いちご半分

香川県循環型社会推進計画（2026年３月策定）
　香川県の廃棄物・資源循環政策を総合的かつ計画的に進めるため策定した計画

約7.4グラム減らすことで目標達成

（県内推計：約25,500t  ➡  22,200t）
2030年度までに食品ロス発生量を22,200トンまで減少

つまり…

●香川県の食品ロス削減目標

2030年までに世界全体の食料の廃棄を半減
●日本の目標
2000年度比で、家庭系食品ロスを50％減、事業系食品ロスを60％減
事業系：547万t➡219万t　　家庭系：433万t➡216万t

●SDGsの目標

食品ロスの削減目標

みんなで
取り組もう！

数値目標

（2023年度）

県ホームページはこちら



本来、食べられるにもかかわらず捨てられている食品を「食
品ロス」といいます。食べ残し、消費期限切れなどで捨
てられており、日本では毎日一人当たり約102グラム
（2023年度（そのうち半分程度は家庭から））出しています。
“本来、食べられるもの”捨てるのはもったいないですよね。

スマート・フードライフ推進キャラクター
「たるる」

私の名前は「たるる」
足りる（足る）だけの
食品で生活することを
心掛けられるように
という意味なんだよ！

二人の違いは、

生活習慣病の要因の一つでもある食習慣。健康で心豊かな
暮らしのためには、「食」に関する知識と「食」を選択する力を
習得し、自分にとっての適量を考え、バランスよく食べることが
重要です。

食品を捨てるとき、その捨てている部分についてもお金を出し
て買ったものです。食品ロスによる経済損失は一人当たり年
間約32，000円と推計されています。

また、買うべきものをメモすることで買い忘れも防げます。そして、メモ
したものだけを買うように心がけましょう。冷蔵庫の中身をスマートフォン
などで撮影し、買い物の時に確認することも効果的です。


